
専門分野

生理学的検査

開講時期 ２年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

脈管疾患検査（ABI、TBI、SPP、PWV、FMD）の臨床的意義、方法、結果の解釈

心音図実技テスト

ABI、PWV実技テスト

ABI、PWV、TBI、FMD実習

異常心音図（心雑音）・心エコー図から弁膜疾患・先天性心疾患を診断する。

心周期と心音の成因、心音図記録の実際

オリエンテーション（実習概要）、グループ打合せ

心エコー、心音図実習

臨床生理検査学①
実習

単位数
1単位

（３２時間）

循環器検査の基礎、心周期と血圧（教科書P9）

◆実務経験の内容
1982年～長崎市立市民病院にて、病理検査、輸血・移植検査、免疫検査、微生物検査、緊急検査業務など検体検査全般を担
当。1997年～長崎市立市民病院にて、循環器系検査、神経・筋機能検査、呼吸器系検査、感覚機能検査、画像検査など、生理
機能検査全般をを担当。2010年～長崎みなとメディカルセンター（旧長崎市立市民病院）にて、臨床検査部技師長業務の傍ら超
音波検査など生理機能検査全般を担当。2015年～長崎みなとメディカルセンター事務部にて、診療報酬関連、病院経営管理な
どを担当。以上、39年間の病院勤務実績あり。

◆授業の目的・目標
・心周期を理解する。
・心音図検査における心雑音と疾患の関係を理解する。
・心エコー図における弁膜疾患と心雑音の関係を理解する。
・脈管疾患検査の臨床的意義と方法、結果の解釈ができる。

◆授業の概要・授業方針

・2年次前期の復習（再履修）
・心音計、各種脈管疾患検査に用いる機器がないのでデモンストレーション形式での実習とする。
・少人数のグル－プに分かれ、各日程に従って実習を行う。
・測定した結果の

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

・最新臨床検査学講座「生理機能検査学」第2版　（医歯薬出版）
・必要に応じて資料を配布する。

・期末試験（8割）
・実技点（2割）

授業計画
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